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青葉若葉の光る、風薫る５月がやってまいりました。保護者の皆様には益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。
早いもので、新学年がスタートしてから一ヶ月が過ぎました。新しい学年になり、どの子もやる気に満ちあふれてい
るようで、とても頼もしく感じられました。本当にうれしいことです。 

合同学活 

  

 

 

お米作りがスタート！～播種～ 

 

 

 

宕陰太鼓がスタート！ 

 

 

 

 

 

 

 

４月８日（水）に、１～６年生の合同学活を行いました。給食当番やうさぎ当番等

について話し合いました。上級生は下級生をやさしくリードして、色々な活動を進め

てほしいと思います。 

 

4月２１日（火）に、宕陰小中学校の名物と言っても過

言ではない宕陰太鼓が今年度もスタートしました。初回は、

昨年度の動画を見た後に、１年間の目標を立て発表しまし

た。その後、自分の太鼓を決めました。また、大運動会、収

穫祭、学芸会で保護者や地域の皆様に発表します。どうぞ

お楽しみにしてください。 

４月２０日（月）６時間目に、ふき採りの話し合いを行いました。毎年、

子どもたちのために、地域の方々にふきを残していただき感謝の気持

ちでいっぱいです。ふき採りの話し合いでは、今年も２つのグループに

分かれて目標を決めました。今年度は昨年度よりふきをたくさん収穫

できるように頑張りたい気持ちが表れていました。ふき採りの絵も心を

込めて描くことができました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふき採りに向けて話し合い 

 

 

今年度も田んぼをお借りしての宕陰のお米作りがスタートし

ました。まず行うのは播種（種まき）です。子どもたちは、一粒一

粒を丁寧にまくことができました。また、5月には田植えがあり

ます。おいしいお米になりますように、一つ一つの作業を丁寧

に行っていきたいと思います。 

 



 
 
 
校長室より 
 

新緑がひときわ鮮やかな季節

となりました。宕陰の棚田に水が

張られたとたん、蛙の鳴き声が賑

やかになりました。すると学校の石垣に大きな蛇も姿を

見せ、自然のつながりを身近に感じる毎日です。 

新年度が始まり一ヶ月が過ぎ、子どもたちの表情にも

大きな変化が見られます。今年度は持ち上がりのない学

級編成となり、最初は緊張した様子も見られましたが、今

では安心した笑顔で学校生活に取り組む姿が増えてい

ます。朝マラソンで自ら進んで準備を行う５年生の姿や、

元気な「おはようございます」が聞こえるようになった９

年生の様子からは、それぞれが「お兄さん・お姉さん」と

しての自覚を高めていることを感じ、大変うれしく思いま

す。 

さて、５月３日は憲法記念日です。本日の朝会では、日

本国憲法について話をしました。憲法は国のためだけの

ものではなく、私たち一人一人の人権、安心して学び生

活する権利を守る大切な約束です。自分も友達も大切に

すること、相手の話を聞くこと、話し合いで解決しようとす

る姿勢は、憲法の考え方につながっています。世界に目

を向けると、ウクライナで続く戦争や中東を巡る緊張な

ど、平和の尊さを改めて考えさせられる出来事が起こっ

ています。だからこそ、日々の学校生活の中で互いを尊

重し、対話を大切にすることが、平和につながる第一歩に

なると考えます。 

学校生活に慣れてきた今、「あいさつ」「時間」「言葉」

の３つを改めて大切にしながら、家庭・地域と連携し、子

どもたちの健やかな

成長を支えてまいりま

す。引き続き、ご理解と

ご協力をよろしくお願

いいたします。 

 

学校教育目標 「一人一人が輝き，ふるさとへの誇りと愛着をもった子どもの育成」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


